
                    

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
四
日 

 

一
般
社
団
法
人 

全
国
建
設
業
協
会 

社
会
資
本
整
備
の
着
実
な
推
進
と
地
域
建
設
業
が 

そ
の
社
会
的
使
命
を
こ
れ
か
ら
も
果
た
し
て
い
く
た
め
に 
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政
府
は
、
現
下
の
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
、
「
未
来
投
資

戦
略
２
０
１
７
」、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
７
」、
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」

等
を
着
実
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、
人
づ
く
り
革
命
と
生
産
性
革
命
の
二
本
柱
の
施
策
を
具
体
化
す
る
た
め
、

年
内
に
も
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
策
定
し
、
景
気
回
復
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
我
が
国
は
、
こ
こ
二
十
年
間
で
見
て
も
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
地
震
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
等
の
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
地
震
大
国
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
、
九
州
北
部
豪
雨
等
、
全
国
で
記
録

的
な
豪
雨
災
害
等
の
被
害
が
続
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
凶
暴
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
防
災
・
減
災
対
策

は
、
我
が
国
の
最
優
先
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
国
土
強
靭
化
に
寄
与
す
る
社
会
資
本
整
備
の
重
要
性
が
改

め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。 

も
と
よ
り
、
地
域
建
設
業
界
は
、
国
民
の
生
活
と
経
済
活
動
の
基
盤
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
維
持
管
理

等
の
担
い
手
で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
最
前
線
で
緊
急
対
応
、
復
旧
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
地
域
の

安
全
・
安
心
の
守
り
手
と
し
て
重
要
な
使
命
を
担
っ
て
い
る
産
業
で
す
。 
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し
か
し
な
が
ら
、
地
域
建
設
産
業
界
を
取
り
巻
く
現
状
は
、
長
年
に
わ
た
る
建
設
投
資
の
大
幅
な
減
少
と
受

注
競
争
の
激
化
等
の
影
響
に
加
え
、
近
時
の
建
設
投
資
の
偏
り
も
あ
り
、
首
都
圏
と
地
方
圏
と
の
事
業
量
の
地

域
間
格
差
や
大
企
業
と
中
小
建
設
業
と
の
事
業
量
・
利
益
率
の
企
業
間
格
差
が
拡
大
化
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

下
期
の
公
共
事
業
費
の
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
る
今
こ
そ
、
各
地
域
で
の
必
要
な
事
業
量
の
確
保
に
つ
い
て
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
国
を
挙
げ
て
働
き
方
改
革
が
大
き
な
課
題
と
な
る
中
、
政
府
が
本
年
三
月
に
ま
と
め
た
「
働
き
方

改
革
実
行
計
画
」
の
方
針
等
を
踏
ま
え
、
本
会
に
お
い
て
も
地
域
建
設
企
業
の
働
き
方
改
革
へ
の
取
組
を
加
速

化
さ
せ
る
べ
く
「
働
き
方
改
革
行
動
憲
章
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
担
い
手
を
確
保
し
、
生
産
性
の
向
上

を
図
り
、
地
域
建
設
業
に
課
せ
ら
れ
た
社
会
的
使
命
を
今
後
も
果
た
し
て
い
く
た
め
に
も
、
そ
の
基
礎
と
な
る

企
業
の
健
全
な
経
営
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
事
業
量
の
安
定
的
・
持
続
的
な
確
保
が
不
可
欠
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
全
国
建
設
業
協
会
は
、
本
年
十
月
に
、
全
国
九
ブ
ロ
ッ

ク
に
お
い
て
、
地
域
懇
談
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

そ
の
総
意
と
し
て
、
左
記
の
と
お
り
意
見
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
諸
事
情
ご
賢
察
の
上
、
そ
の
実
現



3 

 

に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

記 

 

一
、
頻
発
す
る
大
規
模
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
、
財
産
を
守
り
、
国
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

強
靭
な
国
土
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
我
が
国
・
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
方
創
生
等
を
促
進

す
る
た
め
、
平
成
三
十
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
本
年
度
を
大
幅
に
上
回
る
公
共
事
業
関
係
費
を
確
保
す

る
こ
と
。 

ま
た
、
九
州
北
部
豪
雨
等
の
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
建
設
業
を
取
り
巻

く
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
土
の
強
靭
化
等
を
加
速
す
る
公
共
事
業
を
柱
と
す
る
大
型
の
本
年
度
補

正
予
算
を
早
急
に
編
成
す
る
こ
と
。 

併
せ
て
、
当
該
予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
に
配
慮
し
た
重
点
的
な
配
分
を
行
う
こ
と
。 
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二
、
国
土
強
靭
化
基
本
計
画
、
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
、
第
四
次
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
等
を
通
じ
、
社
会

資
本
整
備
の
中
長
期
的
投
資
額
を
具
体
的
に
明
示
す
る
と
と
も
に
、
持
続
的
・
安
定
的
に
公
共
事
業
予
算
の

確
保
・
拡
大
を
図
る
こ
と
。 

 

三
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
等
の
被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
図
る
た
め
、
必
要
な
事
業
予
算

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、「
復
興
歩
掛
り
」「
復
興
係
数
」
「
見
積
も
り
活
用
方
式
」「
前
払
い
金
の
特
例
措
置

の
延
長
」
等
の
被
災
地
特
例
を
継
続
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
県
・
市
町
村
が
実
施
す
る
災
害
復
旧
・
復
興
事
業
の
円
滑
な
発
注
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

四
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
守
り
手
で
あ
る
地
域
建
設
業
が
、
災
害
や
除
雪
等
の
対
応
に
必
要
な
人
員
、
機
材
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を
維
持
し
、
常
に
稼
動
体
制
を
整
え
て
お
く
た
め
に
必
要
と
な
る
事
業
量
の
確
保
に
、
各
発
注
者
は
努
め
る

と
と
も
に
、
発
注
見
通
し
に
つ
い
て
、
全
て
の
公
共
発
注
者
の
参
加
の
下
、
地
域
単
位
等
の
統
合
・
公
表
を

早
急
に
行
う
こ
と
。 

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
着
実
に
道
路
事
業
を
全
国
で
推
進
す
る
た
め
、
補
助
率
の
嵩

上
げ
措
置
を
継
続
す
る
こ
と
。 

 

五
、
改
正
品
確
法
で
謳
わ
れ
た
適
正
利
潤
を
確
保
す
る
た
め
、
最
新
の
労
務
単
価
、
資
材
等
の
実
勢
価
格
や
施

工
の
実
態
等
を
的
確
に
反
映
し
た
予
定
価
格
を
適
正
に
設
定
し
、
低
入
札
価
格
調
査
基
準
及
び
最
低
制
限
価

格
の
上
限
枠
の
引
上
げ
、
予
定
価
格
の
上
限
拘
束
性
の
撤
廃
、
予
定
価
格
の
事
後
公
表
、
大
都
市
補
正
の
拡

充
、
適
切
な
設
計
変
更
等
に
取
り
組
む
こ
と
。 

ま
た
、
改
正
品
確
法
に
基
づ
く
「
発
注
関
係
事
務
の
運
用
に
関
す
る
指
針
」
に
つ
い
て
、
全
て
の
発
注
者
、

特
に
市
町
村
に
お
け
る
徹
底
を
図
る
こ
と
。 
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六
、
「
ゼ
ロ
国
債
」
、
「
二
ヵ
年
国
債
」
、
「
ゼ
ロ
県
債
」
等
の
一
層
の
活
用
、
適
正
な
工
期
の
設
定
等
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
を
含
め
て
、
発
注
や
施
工
時
期
の
平
準
化
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。
加
え
て
、
現
場
条
件
が
整

っ
て
か
ら
の
発
注
に
努
め
る
と
と
も
に
、
開
札
か
ら
落
札
者
決
定
ま
で
の
期
間
の
短
縮
等
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
入
札
に
伴
う
技
術
者
の
不
必
要
な
拘
束
を
回
避
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
地
域
を
熟
知
し
た
建
設
企
業
に
よ
る
円
滑
な
施
工
が
望
ま
し
い
維
持
管
理
工
事
や
災
害
復
旧
工
事

等
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
地
域
要
件
の
設
定
や
指
名
競
争
入
札
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
建

設
企
業
の
受
注
機
会
の
拡
大
、
積
極
的
活
用
を
図
る
こ
と
。 

 

七
、
設
計
労
務
単
価
に
つ
い
て
、
全
国
統
一
の
設
計
労
務
単
価
に
よ
る
地
域
間
格
差
の
解
消
を
念
頭
に
入
れ
つ

つ
、
調
査
や
決
定
方
法
等
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
に
よ
り
更
な
る
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
建
設

業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
迅
速
に
進
め
る
観
点
か
ら
も
、
週
休
二
日
制
の
普
及
、
社
会
保
険
加
入
の
促
進
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等
、
日
給
月
給
制
の
技
能
労
働
者
を
含
め
た
建
設
業
界
全
体
の
労
働
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
設
計
労
務

単
価
の
見
直
し
を
早
急
に
行
う
こ
と
。 

ま
た
、
民
間
を
含
め
た
全
て
の
発
注
者
に
お
い
て
、
建
設
業
界
の
働
き
方
改
革
の
取
組
み
に
対
す
る
理
解

の
促
進
と
発
注
者
自
ら
必
要
な
取
組
み
を
進
め
る
た
め
、
き
め
細
か
く
、
か
つ
、
強
力
に
国
と
し
て
各
発
注

者
に
対
す
る
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。 

 
 

さ
ら
に
、
建
設
現
場
に
働
く
全
て
の
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
る
た
め
、
構
造
物
へ
の
銘
板
の

設
置
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 
 

加
え
て
、
除
雪
業
務
に
係
る
時
間
外
労
働
規
制
に
関
し
、
地
方
公
共
団
体
等
の
要
請
に
よ
り
通
常
の
勤
務

時
間
以
外
に
行
わ
れ
る
除
雪
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
応
に
準
じ
た
運
用
と
な
る
よ
う
、
関
係
省
庁
間
で
調
整

を
図
る
こ
と
。 

 

八
、
全
国
の
建
設
現
場
で
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
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機
導
入
の
た
め
の
融
資
や
税
制
等
の
支
援
の
充
実
、
積
算
基
準
の
見
直
し
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
三
次

元
デ
ー
タ
活
用
現
場
に
お
け
る
書
面
ゼ
ロ
化
を
含
め
、
工
事
書
類
の
標
準
化
・
簡
素
化
に
大
胆
に
取
り
組
む

こ
と
。 

 

九
、
「
建
設
産
業
政
策
２
０
１
７
＋
１
０
」
に
お
け
る
個
々
の
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
地
域
建
設
産
業
の

声
を
十
分
に
踏
ま
え
つ
つ
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。 

 

十
、
社
会
資
本
整
備
の
必
要
性
及
び
建
設
産
業
の
魅
力
や
地
域
建
設
業
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
現
場
見
学

会
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
等
、
効
果
的
手
法
を
積
極
的
に
活
用
し
た
戦
略
的
広
報
に
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
。 
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平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
四
日 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

全
国
建
設
業
協
会 

 
 

会
長 

近 

藤 

晴 

貞 

 

一
般
社
団
法
人 

北
海
道
建
設
業
協
会 

 

会
長 

岩 

田 

圭 

剛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
般
社
団
法
人 

青
森
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

鹿 

内 

雄 

二 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
般
社
団
法
人 

岩
手
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

木 

下 
 

 

紘 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 
宮
城
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

千 

葉 

嘉 

春 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

一
般
社
団
法
人 

秋
田
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

村 

岡 

淑 

郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

一
般
社
団
法
人 

山
形
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

澁 

谷 

忠 

昌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

一
般
社
団
法
人 

福
島
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

小 

野 

利 

廣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

茨
城
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

岡 

部 

英 

男 
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一
般
社
団
法
人 

栃
木
県
建
設
業
協
会 
 

会
長 

渡 

邉 

勇 

雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

群
馬
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

青 

柳 
 

 

剛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

埼
玉
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

星 

野 

博 

之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

千
葉
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

畔 

蒜 
 

 

毅 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

東
京
建
設
業
協
会 

 
 

会
長 

飯 

塚 

恒 

生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

神
奈
川
県
建
設
業
協
会 

会
長 

小 

俣 
 

 

務 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

山
梨
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

浅 

野 

正 

一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

新
潟
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

植 

木 

義 

明 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 
長
野
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

藏 

谷 

伸 

一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 
岐
阜
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

佐 

竹 
 

 

武 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

静
岡
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

木 

内 

藤 

男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

愛
知
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

德 

倉 

正 

晴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

三
重
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

山 

下 
 

 

晃 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

富
山
県
建
設
業
協
会 

 
会
長 

竹 

内 
 

 

茂 
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一
般
社
団
法
人 

石
川
県
建
設
業
協
会 
 

会
長 

 

吉 

光 

武 

志 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

福
井
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

坂 

川 
 

 

進 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

滋
賀
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

本 

庄 

浩 

二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

京
都
府
建
設
業
協
会 

 

会
長 

岡 

野 

益 

巳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

大
阪
建
設
業
協
会 

 
 

会
長 

奥 

村 

太
加
典 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

川 

嶋 
 

 

実 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

奈
良
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

山 

上 

雄 

平 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

一
般
社
団
法
人 

和
歌
山
県
建
設
業
協
会 

会
長 

中 

井 

賢 

次 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 
鳥
取
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

下 

本 

八
一
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 
島
根
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

中 

筋 

豊 

通 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

岡
山
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

村 

社 
 

 

勝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

広
島
県
建
設
工
業
協
会 

会
長 

檜 

山 

典 

英 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

山
口
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

井 

森 

浩 

視 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

香
川
県
建
設
業
協
会 

 
会
長 

森 

田 

紘 

一 
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一
般
社
団
法
人 

徳
島
県
建
設
業
協
会 
 

会
長 

川 

原 

哲 

博 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

愛
媛
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

米 

谷 

方 

利 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

高
知
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

吉 

村 

文 

次 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

福
岡
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

岩 

崎 

成 

敏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

一
般
社
団
法
人 

佐
賀
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

松 

尾 

哲 

吾 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

長
崎
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

谷 

村 

隆 

三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

熊
本
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

橋 

口 

光 

徳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

大
分
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

安 

部 

正 

一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 
宮
崎
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

山 

﨑 
 

 

司 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 
鹿
児
島
県
建
設
業
協
会 

会
長 

川 

畑 

俊 

彦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人 

沖
縄
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

下 

地 

米 

蔵 

   


